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平 成 ２ ８ 年 １ 月 ２ １ 日 

松ケ崎小学校学校運営協議会 

広 報 委 員 会 
 

 今年も，林久雄先生を迎えて「漢字教室」を行いました。 

 

（林久雄先生プロフィール：南太秦小学校校長，京都市教育委員会首席指導主事，京都市総合教育センタ

ー研究課長，（財）日本漢字能力検定協会研究員を歴任。 松ヶ崎地域では，社会福祉協議会役員として地

域活動にも貢献。） 

 

 子ども２４人の参加。前半は，林先生による授業。そして，後半は，漢字検定で出された過去の問題に

チャレンジしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★前半の授業 

 「今年８８歳になりました。さて，８８歳のことを何というでしょう。」 

 『米寿』（と，子ども達からの声） 

ご自身のお歳のことから漢字学習が始まりました。 

 

「漢字・カタカナ・ひらがな，この中で一番早くに出来たものは？」 

『漢字』（これもよく知っていました。） 

「漢字は中国でできました。その漢字をもとにしてできたものがひらがな，カタカナです。」 

 

さて， 

早速，漢字の学習です。 

最初は，部首の種類についてです。 

① へん（偏） 

「『にんべん』の漢字をいくつ書けますか？書いてみましょう。」   

「『さんずい』の漢字をいくつ書けますか？書いてみましょう。」 

「『きへん』の漢字は・・・。」 

その後， 

② つくり（旁）③かんむり（冠）④あし（脚）⑤にょう（繞） 

⑥たれ（垂）⑦かまえ（構）と続きました。 

 

★後半の学習 

 漢字検定で出された過去の問題にチャレンジしました。 

 

 あっという間に 1時間半が経ちました。子どもたちは，一生懸命学習に向かっていました。 
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  ～～おお正正月月をを楽楽ししももうう会会～～  

  
 

 新年の伝統行事を体験し，お正月を皆で楽しみ祝うことができればと，今年も，恒例の「お正月を楽し

もう会」を行いました。 

 今年は良いお天気に恵まれました。運動場で，おもち焼き，どんど焼き，昔の遊びを行いました。 

ＰＴＡ本部役員，おやじの会，保護者ボランティアの方々にお世話になりました。 

さて，おもち焼きです。保護者ボランティアの方についていただきました。 

ひとり二つのおもちをいただいて，まずは，七輪に炭を熾します。 

うちわでいっしょうけんめいあおぐ子ども達。しばらくすると，炭もよく熾ってきました。 

その上におもちを並べて・・・。 

一人二つなのですが， 

「いつのまにか僕のが一つありません・・・。」 

というハプニングも。 

焼きあがったおもちは，ＰＴＡ本部役員の方に，さとう醤油，きなこをつけてもらって，おいしくいただ

きました。 

 どんど焼きは， おやじの会の皆さんが準備し，火を熾してくださいました。 

書初めや，お正月の注連縄などを燃やしました。 

それから，こま回しや，羽根つきなどのお正月の遊びをしました。 

運動場をいっぱいに使って，楽しむことができました。 

 

 最近は，お正月の行事も少なくなったように感じます。節目節目を大切にし，その意味を学ぶことは
大事な学習です。これからも伝統行事を大切にしていきたいと思います。 

 

       ご協力いただきました皆様，ありがとうございました。 

そして，今後ともよろしくお願いいたします。 


